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は じ め に

　MūlasarvāstivādavinayaのPravrajyāvastu（義
浄訳『根本説一切有部毘奈耶出家事』）には、
Kalyān

・
amitra（Dge legs bshes gnyen）による

とされるVinayavastut
・
īkā（’Dul ba gzhi rgya 

cher ’grel pa）という註釈書がある（1）。
　前稿では、VVT

・
の『城喩経』註釈における

十二縁起支の定義と、説一切有部の論書におけ
る十二縁起支の定義とを比較・考察した。
　本稿では、VVT

・
の『城喩経』註釈における

八正道や四十四智事に対する解説を考察すると
ともに、引用経典を比定する。

１．縁のみが説かれ、因が説かれない理由

　VVT
・
に見られる『城喩経』註釈には、『城喩経』

の中で、なぜ縁のみが説かれ、因が説かれない
のかについて解説されている。また、因と縁と
は異ならないことについて、『毘婆沙論』を引
用して論証されている。

　では、なぜここにおいて「縁によって」と

縁のみが説かれ、因が説かれないのかと言え
ば、もしも因のみが説かれ、縁が説かれない
のであるならば、そのとき、因縁のみが説か
れることになり、他の縁は取られないことに
なるのである。「縁」と説かれることによっ
て四縁が取られるのである。また、「縁」とい
うのは因と異ならない。それ故に、『毘婆沙論』
の中に「アーナンダよ、これ故に、これが老
死の因であり、これが縁であり、これが因縁
であり、すなわち生であると、経の中に説か
れているからである」とあるのである。（2）

　ここに引用される『毘婆沙論』は、漢訳『阿
毘達磨大毘婆沙論』「如大因縁法門經説。佛告
阿難。老死有如是因。有如是縁。有如是緒。謂 
生」（3）（『阿毘曇毘婆沙論』「如摩訶尼陀那經所 
説。佛告阿難。以如是因如是縁如是事。生爲 
老死因」（4））に対応する。また、この引用文は、
Mahānidānaparyāyasūtra（「大因縁法門經」 

「摩訶尼陀那經」）という経典の経文であり、次
の経典にも対応する。（5）

『中阿含經』「大因經」: 阿難。是故當知是老
死因老死習老死本老死縁者。謂此生也。（6）

Vinayavastut・īkā に見られる『城喩経』註釈（２）
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『長阿含經』「大縁方便經」：是故阿難。以此
縁知。老死由生。縁生有老死。（7）

『大生義經』：阿難當知。此生法者是虚妄法而
不究竟。此集此因此生此縁故有老死。（8）

DN 15 Mahānidānasuttanta: Tasmāt ih’ 
Ānanda es’ eva hetu etam nidānam

・
 esa 

samudayo esa paccayo jarā-maran
・
assa, yad 

idam
・

 jāti.（9）

２．八　正　道

　VVT
・
に見られる『城喩経』註釈には、八正

道の各支についての定義が見られる。

　 　「聖なる八支の道」における「聖なる」い
うのは、無漏であるからである。

　 　「正見」というのは、無漏なる作意と相応
する無漏なる慧である。

　 　「正思惟」というのは、無漏なる作意と相
応する出離などの無漏なる分別である。

　 　「正語」というのは、邪命となる語による
四つの悪行を除く、その他の語による悪行か
らの無漏なる遠離である。

　 　「正業」というのは、邪命となる身による
三つの悪行を除く、その他の身による悪行か
らの無漏なる遠離である。

　 　「正命」というのは、邪命からの無漏なる
遠離である。

　 　「正精進」というのは、無漏なる精進である。
　　「正念」というのは、無漏なる念である。
　　「正定」というのは、無漏なる定である。（10）

３．四十四智事

　VVT
・
に見られる『城喩経』註釈には、四十四

智事に対する解説が見られるが、そこには『雑
阿含経』「四十四智事経」が引用される。

「老死」というのは、老死の自性であって、［す
なわち］それによって苦諦が説かれたのであ
る。「老死の集」というのは、老死の因は生
であって、［すなわち］それによって集諦が
説かれたのである。「老死の滅」というのは、
老死の滅における涅槃であって、［すなわち］
それによって滅諦が説かれたのである。「老
死の滅に至る道」というのは、老死の滅の涅
槃に城邑と同様に至る道であって、［すなわ
ち］それによって道諦が説かれたのである。
生等の諸の余の支分においても、そのように
道理に応じて相応する。さて、どのような原
因によって，無明の四つの相が説かれないの
かと言えば，過去の生の煩悩の段階であるも
の、それがかの無明であり、過去に説かれた
ことにより、ここにおいて無明の四智分のみ
を仰せにならなかったのであって、このよう
に「四十四智事経」の中で「比丘たちよ、あ
なたたちには四十四智事が説かれるべきで
す。それ故に、よく聞いて作意しなさい。私
はあなたたちに説きましょう。四十四智事と
は何かと言えば、老死というのは、事と老死
の集と老死の滅と老死の滅に至る道の智事
と、生と有と取と渇愛と受と触と六処と名色
と識と諸行という事と諸行の集と諸行の滅と
諸行の滅に至る道の智事である」と仰せにな
ったのであって、そのうえに無明の四智事は
説かれないのである。（11）
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『雜阿含經』「四十四智事經」：有四十四種智。
諦聽善思。當爲汝説。何等爲四十四種智。謂
老死智。老死集智。老死滅智。老死滅道跡智。
如是生有取愛受觸六入處名色識行智。行集智。
行滅智。行滅道跡智。是名四十四種智。（12）

４．「請請経」の引用

　VVT
・
に見られる『城喩経』註釈の最後に、ひ

とつの経が引用されるが、その経典名は挙げら
れていない。
　これは『中阿含経』「請請経」及びこの対応
経典と内容的に一致する。

このように、経の中で「比丘たちよ、実にこ
のように、如来・阿羅漢・正等覚者である諸
仏は，未だ獲得されていない道を獲得し、施
設されていない梵行を施設し、比丘たちよ、
如来・阿羅漢・正等覚者である諸仏は、道を
知り、道を了解し、道を示し、道を説き、道
を導くのである。声聞たちは後に随いつつ、
道に随行することを師の教えのように行い、
彼らがこのように教えにおいて修行すると
き、成就する者となりつつ、道理に適って、
法に適って、善を成就するのである」と仰せ
になったのである。（13）

『中阿含經』「請請經」: 世尊。諸不調者令得
調御。諸不息者令得止息。諸不度者而令得度。
諸不解脱者令得解脱。諸不滅訖者令得滅訖。
未得道者令其得道。不施設梵行令施設梵行。
知道覺道識道説道。世尊弟子於後得法受教受
訶。受教訶已。隨世尊語。即便趣行得如其意。
善知正法。（14）

『雜阿含經』：世尊。不調伏者能令調伏。不寂

靜者能令寂靜。不穌息者能令穌息。不般涅槃
者能令般涅槃。如來知道。如來説道。如來向道。
然後聲聞成就。隨道宗道。奉受師教。如其教授。
正向欣樂。眞如善法。（15）

『別譯雜阿含經』：世尊能使不調者調。不寂滅
者。使得寂滅。苦惱之者。能使安隱。未入涅
槃者。使得涅槃。如來是知道者。是示道者。
是説道者。是導道者。將來弟子相續不絶。世
尊教法。次第修道。恒相教習。隨順正法。常
應擁護親愛善法。（16）

『増壹阿含經』：世尊今日不度者度。不脱者脱。
不般涅槃者令般涅槃。無救者爲作救護。盲者
作眼目。爲病者作大醫王。三界獨尊無能及者。
最尊最上。未起道意者使發道意。衆人未寤尊
令寤之。未聞法者使令聞之。爲迷者作徑路。
恒以正法。（17）

『佛説受新歳經』：世尊今日不度者度。不脱者
脱。不涅槃者令得涅槃。無救護者爲作救護。
爲盲者作眼目。爲病者作醫王。三界獨尊無能
及者。最尊最上。未起道意者令發道意。衆人
未悟。尊令悟之。未聞法者使令聞之。爲迷者
作徑路導以正法。（18）

『解夏經』：我佛世尊難調者能調。無止息者善
爲止息。無安隱者而善安慰。未寂靜者令得寂
靜。如來善了正道。善説正道。開示正道。乃
至我等樂聲聞菩提者。佛爲善説。令聲聞等如
理修行而證聖果。（19）

SN VIII 7 Pavāran
・
ā “Bhagavā hi bhante anup-

pannassa maggassa uppādetā asañjātassa  
maggassa sañjanetā anakkhātassa maggassa 
akkhātā maggaññū maggavidū maggakovido. 
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maggānugā ca bhante etarahi sāvakā viharan-
ti pacchāsamannāgatā”（20）

お わ り に

　考察の結果、VVT
・
に見られる『城喩経』註

釈には、Mahānidānaparyāyasūtra, 『雑阿含経』
「四十四智事経」，『中阿含経』「請請経」などの
経典が引用されていることがわかった。
　今後、さらにVVT

・
を読み進め、VVT

・
の成立

及び思想史上の位置について解明していきた
い。

略　号　表

C = Cone Edition of the Tibetan Tripit
・
aka.

D = Derge Edition of the Tibetan Tripit
・
aka.

DN= Dīgha-Nikāya, Pali Text Society.
Ds= S. Dietz, ed. Fragment des Dharmaskandha,  

Göttingen.
P = Peking Edition of the Tibetan Tripit

・
aka.

SN= Samyutta-Nikāya, Pali Text Society.
T = 『大正新脩大蔵経』.
VVT

・
 =Vinayavastut

・
īkā.
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註

（１）拙論 (2004), (2008).

（２） (C Vol. 77 (Tsu), ff 300b3-5｜D No. 4113 Dzu 

298b3-5｜P No. 5615 Tsu 343a8-b3): 

’o na ci’i phyir ’dir rkyen gang gis zhes rkyen ’ba’1  

zhig smos la rgyu ma2 smos she na｜gal te rgyu  

’ba’ zhig smos la rkyen ma smos par gyur na｜de’i  

tshe rgyu’i rkyen ’ba’ zhig gzung bar ’gyur gyis3 

rkyen gzhan gzung bar mi ’gyur ro｜｜4 rkyen zhes 

smos pas ni rkyen bzhi po dag gzung5 bar ’gyur ro

｜｜yang na rkyen zhes smos pas ni rgyu dang bye 

brag med de｜｜6 de ltar yang bye brag tu smra ba’i 

gzhung las kun dga’ bo de lta bas na rga shi’i rgyu 

ni ’di yin rkyen ni ’di yin｜gzhi ni ’di yin te｜’di lta 

ste skye ba7 zhes mdo sde las gsungs pa’i phyir ro 

zhes ’byung ngo｜｜

1. CD: ’ga’.  2. CD omit ma.  3. CD: gyi.  4. P omits 

｜｜.  5. P: bzung.  6. P has｜. 7. CD: bo.

（３）T. 1545, p. 119b21-22.

（４）T. 1546, p. 94b14-15.

（５）この経典は Dharmaskandha (Ds)にも引用される。

Ds, p. 688-9: tasmāt tarhy ānanda tan nidānam
・

 es
・
a 

samudaya es
・
a hetur es

・
a pratyayo jarāmaran

・
asya 

yad uta jāti (｜)

Cf. 『阿毘達磨法蘊足論』(T. 1537, p. 513b11-14): 是

故慶喜。老死皆以生爲其縁。是名生縁老死。如是老死。

生爲縁。生爲依。生爲建立。故起等起生等生。聚集

出現。故名生縁老死。

（６）T. 26 (97), p. 578c11-12.

（７）T. 1 (13), p. 60c3-4.

（８）T. 52, p. 844c2-4.

（９）DN II, p. 5716-17.

（10）(C Vol. 77 (Tsu), ff 302b1-5 | D No. 4113 Tsu 

300b2-5｜P No. 5615 Dzu 345b8-346a5): 

’phags pa’i lam yan lag brgyad pa zhes bya ba la  

’phags pa zhes bya ba ni zag pa med pa’i phyir 

ro｜｜yang dag pa’i lta ba zhes bya ba ni zag pa 

med pa’i yid la byed pa dang mtshungs par ldan 

pa shes rab zag pa med pa’o｜｜yang dag pa’i rtog 

pa zhes bya ba ni zag pa med pa’i yid la byed pa 

dang1 mtshungs par ldan pa nges par ’byung ba la 

sogs pa’i rnam2 par rtog3 pa zag pa4 med pa’o｜｜

yang dag pa’i ngag ces bya ba ni5 log pa’i ’tsho bar  
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’gyur ba ngag6 gis7 nyes pa spyod pa bzhi ma 

gtogs pa de las gzhan pa’i ngag gis8 nyes par spyod 

pa spangs pa zag pa med pa’o｜｜yang dag pa’i  

las kyi mtha’ zhes bya ba ni log pa’i ’tsho bar  

’gyur ba’i9 lus kyis10 nyes par spyod pa gsum ma 

gtogs pa de las gzhan pa’i lus kyis11 nyes par spyod 

pa spangs pa zag pa med pa’o｜｜yang dag pa’i  

’tsho12 ba zhes bya ba ni log pa’i ’tsho ba spangs 

pa zag pa med pa’o｜｜yang dag pa’i rtsol ba zhes 

bya ba ni zag pa med pa’i brtson ’grus so｜｜yang 

dag pa’i dran pa zhes bya ba ni zag pa med pa’i  

dran pa’o｜｜yang dag pa’i ting nge ’dzin zhes bya 

ba ni zag pa med pa’i ting nge ’dzin to｜｜

1. P has｜.  2. P omits pa’i rnam.  3. P: rtogs.  4. CD 

omit zag pa.  5. P: ni｜.  6. P: gang.  7. P: gi.  8. P: gi.  

9. P: ba.  10. P: kyi.  11. P: kyi.  12. P: mtsho.

　ちなみに、『雑阿含経』第七八五「八聖道経」(T. 

99: pp. 203a19-204a15)には、世俗の八聖道と出世間

の八聖道とが説かれる。このうち、出世間の八聖道

については、次のように説かれている。

正見…無漏思惟。相應於法選擇。分別推求。覺知黠

慧。開覺觀察。

正志…無漏思惟。相應心法分別自決意解計數立意。

正語…除邪命念*口四惡行。諸餘口惡行。離於彼。

無漏遠離。

正業…除邪命念*身三惡行。諸餘身惡行數。無漏心

不樂著固守。執持不犯。不度時節。不越限防。

正命…於諸邪命。無漏不樂著固守。執持不犯。不越

時節。不度限防。

正方便…無漏憶念相應心法。欲精進方便勤踊。超出

建立。堅固堪能。造作精進。心法攝受。常不休息。

正念…無漏思惟相應。若念随念重念憶念。不妄不虚。

正定…無漏思惟。相應心法住不亂不散。攝受寂止三

昧一心。

*『高麗大蔵経』: 念，『蹟砂大蔵経』: 貪，『乾隆大蔵経』

: 貪。

（11）(C Vol. 77 (Tsu), ff 302b5-303a3｜D No. 4113 Tsu 

300b5-301a4｜P No. 5615 Dzu 346a5-346b5): 

rga shi zhes bya ba ni rga shi’i ngo bo nyid de 

des1 ni sdug bsngal gyi bden pa ston to｜｜rga shi2 

kun ’byung ba zhes bya ba ni rga shi’i rgyu skye 

ba ste｜des ni kun ’byung ba’i bden pa bstan3 to｜｜ 

rga shi’i ’gog pa zhes bya ba ni rga shi4 ’gags la5 

mya ngan las ’das pa ste｜des ni ’gog pa’i bden 

pa bstan to｜｜rga shi ’gog6 par ’gro ba’i lam zhes 

bya ba ni rga shi ’gags pa’i mya ngan las ’das pa 

grong khyer dang ’dra bar ’gro ba’i lam ste｜des 

ni lam gyi bden pa bstan to ｜｜7 skye ba la sogs pa 

yan lag lhag ma rnams la yang de bzhin du ci rigs 

par sbyar ro｜｜’o na ci’i phyir ma rig pa’i rnam 

pa8 bzhi ma bstan zhe na｜skye ba snga ma’i nyon 

mongs pa’i gnas skabs gang yin pa de ni ’di’i9 ma 

rig pa yin par sngar bstan pas ’dir ma rig pa’i shes 

pa bzhi logs shig10 ma gsungs te｜de ltar yang 

shes pa’i dngos po bzhi bcu rtsa bzhi bstan pa’i 

mdo las｜11 dge slong dag12 khyod13 la shes pa’i  

dngos po bzhi bcu rtsa bzhi bstan par byas｜de’i  

phyir legs par rab tu nyon la yid la zung shig dang 

｜ngas khyod14 la bshad par bya’o｜｜15 dngos po 

bzhi bcu rtsa16 bzhi gang zhe na rga shi zhes bya 

ba ni dngos po dang｜rga shi kun ’byung dang 

rga shi ’gog pa dang17 rga shi ’gog par ’gro ba’i 

lam shes pa’i dngos po dang｜skye ba dang srid18 

pa dang｜len pa dang｜sred19 pa dang｜tshor ba 

dang ｜reg pa dang｜skye mched drug dang｜

ming dang gzugs dang｜20 rnam par shes pa dang

｜’du byed rnams shes21 bya ba’i dngos po dang｜ 

’du byed rnams kun ’byung ba dang｜’du byed 

rnams ’gog pa dang｜22 ’du byed rnams ’gog par  

’gro ba’i lam shes pa’i dngos po’o zhes gsungs te 

｜de yang ma rig pa shes pa’i dngos po bzhi ma 

bstan to｜｜

1. P: nes.  2. P: shis.  3. P: bsten.  4. P: shi’i.  5. P: 

pa.  6. C: ’gogs.  7. D has｜.  8. C: par.  9. P: ’di.  10. 

C: shig tu.  11. P has｜.  12. P: dang.  13. P: khyed.  

14. P: khyed.  15. P has｜.  16. P omits rtsa.  17. P 

omits rga shi ’gog pa dang.  18. P: sred.  19. P: srid.  

20. CDP omit｜.  21. CD: zhes.  22. P omits ’du byed 

rnams ’gog pa dang｜.
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（12）T. 99 (356), p. 99c20-25. Cf. SN XII 33 Ñān
・
assa 

vatthūni (1).

（13）(C Vol. 77 (Tsu), ff 303a7-303b3｜D No. 4113 Tsu 

301b1-3｜P No. 5615 Dzu 347a3-6): 

de ltar yang mdo sde las dge slong dag de ltar na 

de bzhin gshegs pa dgra bcom pa yang dag par 

rdzogs pa’i sangs rgyas rnams ni lam ma brnyes 

pa（1brnyes pa1）tshangs par spyod pa ma bcas 

pa ’cha’2 ba3 ste｜dge slong dag de bzhin gshegs 

pa dgra bcom pa yang dag par rdzogs pa’i sangs 

rgyas rnams ni lam mkhyen pa lam rig4 pa lam 

ston5 pa lam gsungs6 pa7 lam ’dren pa yin no｜｜ 

nyan thos rnams ni phyis ldan zhing lam gyi rjes 

su ’dong8 ba’i ston pa’i bstan pa bzhin du byed 

pa ste｜de dag de ltar bstan pa la yang dag par 

bsgrub pa na sgrub pa byed pa yin zhing rigs9 pa 

dang ldan pa chos10 dang ldan pa dge ba sgrub par 

byed do zhes gsungs so｜｜

(1…1) P omits brnyes pa.  2. P: ’chad.  3. P: pa.  4. P: 

rigs.  5. C: sten.  6. P: gsung.  7. P: ba.  8. C: ’dom.  9. 

P: rig.  10. C: ches.

（14）T. 26 (121), p. 610a25-b3.

（15）T. 99 (1212), p. 330a21-26.

（16）T 100 (228), p. 457b15-19.

（17）T 125 p. 677a13-19.

（18）T. 61, p. 858b28-c4.

（19）T. 63, p. 861b29-c4.

（20）SN I, pp. 19035-1914.


